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 要  旨 
近年のデータベース研究の課題の一つに、大量情報をグラフデータベースとして表し、キーワ
ード検索を行う研究がある。いくつかのグラフデータベースにおけるキーワード検索アルゴリズ
ムが提案された。我々のグループは、先行研究である DPBF 算法を分析して、DPBF の制限（近
似解と冗長解の生成）を発見し、DPBF を改良して、上位ｋ個の正確な答えを効率良く求める算
法 MDPBF を既に提案している。 
しかし、去年までの MDPBF バージョン（MDPBF1.1）は、1000 ノード級のグラフデータベ
ースでキーワード数を 6 としたら、上位 10 個の答えを検索しても計算効率が悪くなっていた。
効率が悪くなった原因は MDPBF1.1 が無駄な候補連結木を多く生成してしまったことである。
この状況を改善するために、本研究では、上位ｋ個の解を求めるとき、冗長解削除戦略として、
複数の異なる手法を導入した。本研究では異なる冗長解抑制方法を用いる新しいバージョン
（MDPBF1.2 と MDPBF1.3）を提案した。 
本研究はまず 3 つのバージョン（MDPBF1.1, MDPBF1.2 と MDPBF1.3）の答えの品質と計
算効率を比較して、各自の特徴を調べた。結果から見ると、MDPBF1.1 は 1 万ノード級のグラ
フデータベースでキーワード検索の計算には限界がある。本研究では MDPBF1.2 と MDPBF1.3
を中心として進んでいた。MDPBF には同じルートノードとキーワードセットを含む連結木を
top-k 持っているから、キューのサイズは、キーワード数の増加とともに増えるという課題があ
る。この課題を解決するために、本研究はグラフデータベースのサイズの影響ないようなキュー
サイズが制御できる探索空間の削減戦略も提案した。MDPBF1.2 はノード間の関連情報に重視
し、異なるパースを持つ連結木は異なる結果になる。MDPBF1.3 はノードの情報だけに重視し、
ルートノードとリーフノードのそれぞれの組合せからなる連結木は解になる。本研究では検索空
間削減方法を用いた MDPBF1.2 と MDPBF1.3 の答えのクオリティーと検索効率を比較した。結
果から見ると、10 万ノード級のグラフデータベースで MDPBF1.2 と MDPBF1.3 は効率的にキ
ーワード検索できる。そして、MDPPBF1.2 と MDPBF1.3 はそれぞれ重視した情報を高いクオ
リティーの結果によって得られる。 
 
 
